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論 文 内 容 の 要 旨
いわゆる変質性精神病の病因については, 種々の観点から分析, 研究がなされている｡ その身体的側面
としては, 主として間脳下垂体系の低格性が示されているが, この低格性を露呈せ しめる誘因については,
身体的誘因, すなわち, 月経, 妊娠, 疾病等があげられ, また心因的誘因についての検索では, 当然患者
の病前性格が問題となる｡ したがって, これまでにもその病前性格についての研究も多く, その結果を概
観すると, まず, 変質性精神病者の性格は, いわゆる分裂病中核群のそれとは異なり, 執着性気質といわ
れるべき諸特性があげられている｡ また, その癒嫡性性格との親近性が強調せられている｡ 本論文におい
てほ, このような変質性精神者の病前性格が, 矢田部-ギルフォド性格検査 (Y G テス ト) によりいかに
示されるかを統計的方法により検討し, さらにこのようにして示された性格特性の発病- の関与の仕方に
ついて症例により考察 した｡
( I ) 統計的研究
因子分析的研究により次の諸点が明確に示された｡ (1)各因子間の分離が充分に行なわれず, 全体として






れる｡ (i) 社交性第二因子が情緒性因子との結びつきが強く, 一因子を構成し得ないこと, このことは社
会性の未熟さということもできる｡ (ii) 思考性尺度は正常人においては情緒性園子と主導性因子との中間
に位する尺度であるが, これが情緒性因子に傾き, すなわち, 変質性精神病者の思考が, 理性的というよ








以上を大きくまとめると, 未熟性, 感情性, 攻撃性の 3 特徴が, Y G テス トで示された変質性精神病者
の性格特性である｡
(Ⅱ) 症例研究
一例は, 内心の強い劣等感をおおうため過度に神経質, 凡 帳面で小心な性格の男が, その防衛機制がな
んらかの動機で破壊されたときに, 強い劣等感と直面し, 不眠を伴なう不安発作を来たし, 急激な人格の
解体を来たして発病 した例である｡ 本症例では性格的なゆがみの発病への闇与の仕方についてその機転を
明確に示すことができた｡ 他の二例では,ともに溺愛型の家庭に育ち,勝気で,活動的, わがままな攻撃的,
積極的な性格と, 一方依頼心が強く, 子供っぽく, 甘えたといった依存的, 消極的な仰 旬の相矛盾 した性
格が互いに補い合って統一した人格を作ることなく, 矛盾のままに残されているため, 現尖での莱藤の場
. 面でその矛盾が露呈され, 人格の解体にまで発展した例である｡ この例では, 溺愛型家庭における性格形
成の未熟さと, 父に対する両向的感情等で攻撃的傾向が現存されたことを示した｡ また他に分裂病者にお
いて, ときに性格テス トとしてではなく, 痛像を示すような反応- たとえば保続症- を認め, 性格テ
ス トとしての Y G テス トの限界をみとめ, また身体的誘因の明確な例の中には, 性格的なかたよりが, そ
れほど明瞭でないものの存することを述べた｡
以上具体的には, 溺愛型の家庭その他の条件で性格形成が未熟なままに残存し, さらに, 父に対する両
向的感情その他は, 児童の攻撃的傾向をコントロールすることができないのみならず, さらに強める結果
となり, かくして形成せられた, 攻撃的傾向と, 反面の未熟的, 依存的傾向の相矛盾 した頗向が統一され
ることなく, 矛盾のままに残存していることが, 変質性精神病者の性格特姓ということができる｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
変質性精神病者の性格特徴については, 従来も二, 三の研究があるが, 田村は ｢矢田部-ギルフォー ド




すなわち, 本論文は変質性精神病者の性格特徴を, より科学的な方法で分析し, またこの性格と病状と
の心理的関連についても明らかにしたもので, 学術上有益であり, 医学博士の学位論文として価値あるも
のと認定する｡
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